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愛
知
県
は
２
月
９
日
、
一
般
会
計

３
兆
２
２
２
４
億
円
（
対
前
年
度

９
・
６
％
増
）
の
26
年
度
当
初
予
算

案
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

景
気
動
向
と
財
政
状
況 

県
の
分
析
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

① 

現
在
の
我
が
国
の
景
気
は
、
米

国
の
通
商
政
策
に
よ
る
影
響
が
自

動
車
産
業
に
み
ら
れ
る
も
の
の
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
。 

② 

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
雇
用
・

所
得
環
境
の
改
善
が
、
緩
や
か
な

回
復
を
支
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
が
、
今
後
の
物
価
動
向
や
米
国

の
通
商
政
策
の
動
向
な
ど
の
景
気

を
下
押
し
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

ま
た
、
金
融
資
本
市
場
の
変
動
等

の
影
響
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。 

③ 

歳
出
で
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
ジ
ア

パ
ラ
競
技
大
会
の
開
催
に
必
要
な

経
費
を
計
上
す
る
ほ
か
、
賃
金
・

物
価
・
金
利
の
上
昇
の
影
響
か
ら
、

人
件
費
、
公
債
費
等
の
義
務
的
経

費
を
中
心
に
事
業
費
が
大
き
く
増

加
す
る
。 

③ 

歳
入
で
は
、
賃
上
げ
の
影
響
か

ら
個
人
県
民
税
を
中
心
に
収
入
が

増
加
す
る
ほ
か
、
地
方
特
例
交
付

金
が
措
置
さ
れ
、
地
方
交
付
税
も

大
き
く
増
加
す
る
な
ど
、
一
般
財

源
が
増
加
す
る
が
、
26
年
度
当
初

予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
依

然
と
し
て
多
額
の
収
支
不
足
が
見

込
ま
れ
た
。 

 

予
算
編
成 

 

基
本
的
な
考
え
方
を
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
ま
す
。 

① 

25
年
度
に
お
い
て
県
債
を
最
大

限
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
基

金
残
高
を
回
復
さ
せ
、
26
年
度
に

再
度
基
金
を
取
崩
し
て
収
支
不
足

を
解
消
し
た
。 

② 

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況
で

は
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
・
ア
ジ
ア
パ

ラ
を
起
爆
剤
と
し
て
、
ビ
ッ
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
前
進
さ
せ
、
愛
知

を
勢
い
盛
ん
に
成
長
・
発
展
さ
せ

る
た
め
の
予
算
編
成
を
行
っ
た
。 

 

教
育
委
員
会
所
管
分 

教
育
委
員
会
所
管
分
の
予
算
は
、

約
５
４
８
５
億
円
（
対
前
年
度
11
・

７
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

項
別
の
前
年
度
比
較
は
、
総
務
費

５
・
５
％
減
、
小
学
校
費
８
・
９
％

増
、
中
学
校
費
11
・
４
％
増
、
高
等

学
校
費
11
・
６
％
増
、
特
別
支
援
学

校
費

18

・
４
％
増
、
生
涯
学
習
費

14
・
７
％
減
、
保
健
体
育
費
３
１
８

０
％
増
（
ア
ジ
ア
・
ア
ジ
ア
パ
ラ
競

技
大
会
関
連
）
で
す
。 

 

教
育
委
員
会
予
算
の
主
要
事
項 

① 

小
１
か
ら
中
１
ま
で
の
35
人
学

級
を
中
２
ま
で
拡
大
及
び
小
学

校
の
教
科
担
任
制
の
推
進 

② 

県
立
学
校
の
魅
力
化
・
特
色
化 

と
再
編
の
推
進 

③ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
体
制
強
化 

④ 

児
童
生
徒
の
心
の
サ
ポ
ー
ト
体 

制
の
充
実 

⑤ 

教
員
の
働
き
方
の
実
現 

⑥ 

県
立
学
校
の
教
育
環
境
の
整
備 

⑦ 

学
校
教
育
に
係
る
保
護
者
負
担

の
軽
減 

⑧ 

特
別
支
援
教
育
の
充
実 

⑨ 

外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
学
習
・ 

就
労
支
援 

 

瀬
戸
高
校
を 

総
合
学
科(

全
日
・
昼
定)

と
普
通

科(

通
信
制)

の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
に
改
編
す
る
た
め
に
教
室

の
模
様
替
え(

26
年
度
設
計)

 
杏
和
高
校
の 

総
合
学
科
に
工
業
系
列
を
追
加
す

る
た
め
に
実
習
棟
を
整
備(

26
年
度

設
計)

 

稲
沢
緑
風
館
高
校
の 

新
棟
建
設
工
事(
26
年
９
月
供
用

開
始)

 

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
導
入
校 

津
島
・
時
習
館
・
西
尾
の
３
校
を

対
象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
、
教

員
派
遣
研
修
、
入
学
者
選
抜
事
務
を

実
施 

不
登
校
・
外
国
ル
ー
ツ
の
生
徒
へ 

日
進
高
・
附
属
中
、
衣
台
高
、
夜

間
中
学
で
学
習
支
援
ア
プ
リ
を
導
入 

 

高
校
及
び
特
別
支
援
高
等
部
で 

Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
へ
の
移
行
に
伴
い
、
低 

所
得
世
帯
等
に
端
末
購
入
費
を
支
援 

特
別
教
室
等
へ
の
空
調
整
備 

・ 

Ｐ
Ｔ
Ａ
整
備
教
室
は
来
年
度
か

ら
公
費
負
担 

・ 

未
整
備
室
は
29
年
度
ま
で
の
４

年
間
で
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
整
備

(

来
年
度
は
13
校
７
０
７
室)

 
 

防
犯
カ
メ
ラ 

全
て
の
附
属
中
及
び
高
校
に
28
年

度
ま
で
の
３
年
間
で
設
置(

来
年
度

は
附
属
中
９
校
と
高
校
36
校)

 

高
校
無
償
化 

所
得
制
限
を
廃
し
、
公
立
高
校(

専

攻
科
を
除
く)

及
び
公
立
専
修
学
校

の
全
生
徒
を
対
象
に
授
業
料
相
当
分

の
支
援
金
を
支
給 

給
食
費
無
償
化 

公
立
小
学
校(

児
童
１
人
あ
た
り

月
５
２
０
０
円)

と
特
別
支
援
学
校

小
学
部(

児
童
１
人
あ
た
り
月
６
２

０
０
円)

を
基
準
に
補
助 

一
般
会
計
総
額
３
兆
２
２
２
４
億
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

― 

２
０
２
６
年
度
、
愛
知
県
当
初
予
算
案 

― 
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法 7,102 （ 7,093 ） 364 （ 358 ） 71 （ 65 ） 7,537 （ 7,516 ）

県 17 （ 24 ） 4 （ 4 ） 4 （ 8 ） 25 （ 36 ）

計 7,119 （ 7,117 ） 368 （ 362 ） 75 （ 73 ） 7,562 （ 7,552 ）

法 223 （ 226 ） 26 （ 26 ） （ ） 249 （ 252 ）

県 1 （ 1 ） 6 （ 6 ） （ ） 7 （ 7 ）

計 224 （ 227 ） 32 （ 32 ） （ ） 256 （ 259 ）

実 習 教 員 法 510 （ 510 ） 22 （ 22 ） （ ） 532 （ 532 ）

法 512 （ 510 ） 34 （ 34 ） 10 （ 10 ） 556 （ 554 ）

県 11 （ 11 ） （ ） （ ） 11 （ 11 ）

計 523 （ 521 ） 34 （ 34 ） 10 （ 10 ） 567 （ 565 ）

用 務 員 県 25 （ 31 ） 3 （ 4 ） （ 1 ） 28 （ 36 ）

栄 養 士 県 （ ） 6 （ 6 ） （ ） 6 （ 6 ）

調 理 員 県 （ ） 2 （ 4 ） （ ） 2 （ 4 ）

船 員 県 15 （ 15 ） （ ） （ ） 15 （ 15 ）

法 8,347 （ 8,339 ） 446 （ 440 ） 81 （ 75 ） 8,874 （ 8,854 ）

合 計 県 69 （ 82 ） 21 （ 24 ） 4 （ 9 ） 94 （ 115 ）

計 8,416 （ 8,421 ） 467 （ 464 ） 85 （ 84 ） 8,968 （ 8,969 ）

237 ( 237 ) 人 57 ( 127 ) 人

23 ( 23 ) 人 1 ( 1 ) 人

50 ( 57 ) 人 9 ( 15 ) 人

262 ( 256 ) 人 ( ) 人

572 ( 573 ) 人 67 ( 143 ) 人

30 ( 30 ) 人

1 ( 1 ) 人

25 ( 24 ) 人

( ) 人

56 ( 55 ) 人

3 ( 3 ) 人

1 ( 1 ) 人

6 ( 5 ) 人

10 ( 9 ) 人

638 ( 637 ) 人　　　　　　　　合　　　計

　　　　　　    嘱託員（調理）

　　 　　　　　　　　計

　　通信制　 非常勤養護員

　　　　　  　　嘱託員（事務）

　　　　　  　　嘱託員（用務）

　　 　　　　　　　　計

　　　　　　　　　　　計 　　 　計

　　定時制　 非常勤崩し分

　　　　　  　　嘱託員（事務）

　　　　  　　　嘱託員（用務） 　★　再任用（フルタイム勤務者）は、定数内で整理。

　　　　　　　　充指導主事分   養護教諭

　　　　　  　　嘱託員（事務） 　実習教員

　　　　　  　　嘱託員（用務） 　調理員

26年度 25年度 26年度 25年度

　　全日制　 非常勤崩し分 　教諭

　　　　 　学年進行　　全日制　▲19学級、定時制　＋4学級　合計　▲15学級

　・教職員定数の増減 ▲ 1人

　　　学級増減等に伴う定数増減 ▲15、単県定数見直し ▲21、初任研等の減 ▲41、短時間再任用希望者減に伴う増 +76

　　★　非常勤講師時間等（専任換算分） 　★　再任用（短時間勤務者　専任換算分）

校 長 ・ 教 頭
教 諭

養 護 教 諭

事 務 職 員

　上記表の詳しい説明

　　★　全日制　▲25学級、定時制　＋4学級　計　▲21学級

　　　　 　募　  　集　　全日制　▲6学級　合計　▲6学級

2026年度　　　予算定数
１　教職員定数 (　　）は、25年度の予算定数

区　　　　分 全　　　日　　　制 定　　　時　　　制 通　　　信　　　制 合　　　　　計
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684 H 684 H H

104 H 104 H H

832 H 936 H ▲ 104 H

5,564 H 5,564 H H

456 H 444 H 12 H

60 H 60 H H

単位制修業年限・弾力化非常勤講師時間 104 H 104 H H

1,703 H 1,703 H H

520 H 520 H H

H 251 H ▲ 251 H

318 H H 318 H

10,345 H 10,370 H ▲ 25 H

中学開設準備等

実験実習加配（調整用）

その他（帰国子女対応、研究指定等）

　　　　　　　　　　　　　　計

国際バカロレア導入準備等

妊娠女子体育教員の負担軽減

 52H×2人  52H×2人

新教科情報対応分  52H×107人  52H×107人

複数教頭配置対応分  12H×38人  12H×37人

進路指導充実のための非常勤講師時間  52H×2人  52H×2人

習熟度別対応分  52H×16人  52H×18人

増　減 備　考

生徒指導充実（ｶｳﾝｾﾗｰ）  12H×57人  12H×57人

３　非常勤講師時間
区　　　　　　　　　　　　　　　　分 26年度 積算内訳 25年度 積算内訳

12 複数教頭配置加配（単県） 　　38校×　12Ｈ 　　37校×　12Ｈ
　　（職業科18学級以上、重点指導校）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

10　養護教諭複数配置（第５次改善転用分） 　重点指導校　6校 　重点指導校　6校

11  生徒指導充実（ｶｳﾝｾﾗｰ　単県） 　　57校×　12Ｈ 　　57校×　12Ｈ

８　通級指導担当教員配置（H31～） 　　　7人 　　　7人

９　養護教諭複数配置（第５次改善分） 　30学級以上　3人 　30学級以上　3人

　　エ　国際、外国語関係学科 　　　　17人 　　　　17人

　　オ　多様な教科・科目の開設 　　　　　7人 　　　　　7人

　　イ　普通科職業系コース制開設校加配 　　　　　7人 　　　　　7人

　　ウ　課題研究等の指導対応教員 　　　　33人 　　　　33人

７　新学習指導要領への対応（第５次改善分）　146人 　146人

　　ア　外国語等の少人数指導対応教員 　　　　82人 　　　　82人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔通信制〕 　　　　1校1人　　　　　6人 　　　　1校1人　　　　　6人

６　生徒支援加配（第５次改善分） 　　49人 　　49人

　　　　27～30学級　19人 　　　　27～30学級　21人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔定時制〕 　　　　12学級以上　  3人 　　　　12学級以上　  3人

５　生徒指導担当教員加配（第５次改善分） 　　 71人 　　 69人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔全日制〕 　　　　18～20学級　43人 　　　　18～20学級　39人

　　（普通科6H、職業科及び普職併置9Ｈ）

　　（第５次改善分）

３　総合学科校の充実 　154人 　155人

４　進路指導充実のための非常勤講師時間    104Ｈ    104Ｈ

　指導重点校　3人 　指導重点校　3人

　　（第６次改善分）

２　養護教諭複数配置（第6次改善分） 　21～29学級　64人 　21～29学級　68人

２　第５次及び第６次改善分による各学校への教員定数加配の詳細
事　　　　　　　　　　　　　　由 2026年度 2027年度

１　習熟度別学級編制に伴う教員加配 　15～17学級　12人 　15～17学級　12人
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県
人
事
委
員
会
の
給
与
改
定
勧
告

に
よ
り
、
４
月
か
ら
12
月
に
支
払
わ

れ
た
月
例
給
と
ボ
ー
ナ
ス
の
差
額
が

昨
年
末
に
支
給
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
先
月
か
ら
改
定
給
料
表

に
よ
る
賃
金
が
支
給
さ
れ
、
給
与
明

細
に
改
定
額
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
12
月
と
１
月
の
給
与
明

細
を
照
合
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

給
料
は 

給
料
表
の
改
定
分
と
合
わ
せ
て
、

教
職
調
整
額
が
４
％
か
ら
５
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
再
任
用

短
時
間
勤
務
者
で
も
６
千
円
を
超
え

る
ア
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

           

                           

地
域
手
当 

支
給
割
合(

８
・
５
％)

は
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
給
料
に
連
動
す
る
の

で
、
こ
れ
も
ア
ッ
プ
し
ま
す
。 

 
                            

教
員
特
別
手
当
は 

 

こ
れ
に
つ
い
て
は
増
え
た
人
と
減

っ
た
人
が
い
ま
す
。 

① 

減
っ
た
原
因
は
、
教
職
調
整
額

の
１
％
ア
ッ
プ
と
今
年
１
月
に

『
学
級
担
任
手
当
』
が
新
設
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
歳
出
増
を
抑
制
す

る
た
め
に
「
義
務
教
育
等
教
員
特

別
手
当
」
の
従
来
の
支
給
額
を
三

分
の
二
に
減
じ
た
か
ら
で
す
。 

 
 

し
た
が
っ
て
、
正
担
任
で
な
い

人
は
、
こ
の
額
が
減
っ
て
い
ま
す
。 

 

② 

一
方
、
正
担
任
の
人
も
「
義
務

教
育
等
教
員
特
別
手
当
」
は
減
額

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
月
額
３
千
円

の
『
学
級
担
任
手
当
』
を
加
算
し

た
額
が
教
員
特
別
手
当
の
額
と
な

る
の
で
増
え
て
い
ま
す
。 

 

12
月
と
１
月
の
給
与
明
細
を 

照
合
し
て
み
ま
し
ょ
う
！ 

軍事大国へ暴走する 

高市連立政権を止めよう！ 
 

講師：飯島滋明さん 

名古屋学院大学教授 
 

2月28 日(土) 13:30～16:00 

日本特殊陶業市民会館３F 
 

戦争をさせない1000人委員会あいち 
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        れ     ん     ら     く       

東日本大震災発生から早や 14年経ちまし

た。東電福島第一原子力発電所はレベル７

という最高レベルに危険な深刻な事態に至

り、廃炉作業が行われているものの、先は

見通せない模様です。しかし、原発再稼働

や新設の動きも出ています。 

愛高組は、被災地の一日も早い復興と被

災された方々の安心を心よりお祈りしま

す。 

 

◎ これからのおもな運動の日程 

2/18(水) 非常勤の休暇の一部改正交渉 

2/19(木) あいち平和フォーラム 26 総会 

2/27(金) 26 年度愛高組役員選挙立候補締 

2/28(土)「戦争をさせない 

1000 人委員会あいち」講演会 

3/ 4(水) 25 年度第 2 回高校代表者会議 

3/ 7(土) 3.7 さよなら原発全国集会 

3/14(土) 26 年度愛高組役員選挙投票 

                

赤
ペ
ン 

 

５
６
４ 

 

い
よ
い
よ
今
春
、
高
校
授
業

料
の
無
償
化
が
始
ま
り
、
そ
の

影
響
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
特

に
大
都
市
部
で
は
私
学
人
気
に

一
層
拍
車
が
か
か
る
の
で
は
な

い
か
と
の
見
方
が
さ
れ
て
い
る
。 

こ
こ
近
年
、
生
徒
ば
か
り
で
な

く
、
教
職
員
の
人
材
確
保
と
い

う
点
で
も
公
私
格
差
が
現
れ
つ

つ
あ
る
。
実
際
に
公
立
教
員
採

用
試
験
の
合
格
者
で
、
私
学
で

の
採
用
を
理
由
に
辞
退
す
る
と

い
う
か
つ
て
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
例
も
出
て
い
る
が
、
講
師

な
ど
の
臨
時
教
員
で
は
従
来
か

ら
待
遇
面
で
大
き
な
差
が
生
じ

て
い
る
。
と
り
わ
け
非
常
勤 

 
                

講
師
に
つ
い
て
は
会
計
年
度
任

用
職
員
と
な
っ
て
か
ら
は
そ
の

差
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
採
用
の
あ
り
方
に
も
問

題
が
あ
る
。
私
学
で
は
年
度
に

よ
っ
て
生
徒
数
の
増
減
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早
け
れ
ば

12
月
中
に
講
師
の
採
用
（
継
続
）

内
定
を
行
う
学
校
も
あ
る
の
に

対
し
て
、
公
立
校
で
は
人
事
異

動
に
合
わ
せ
る
の
が
一
般
的
で

あ
り
、
こ
の
た
め
多
く
は
定
年

退
職
者
が
占
め
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
大
量
退
職

の
世
代
は
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
て
お

り
、
近
い
将
来
人
材
枯
渇
の
お

そ
れ
が
あ
り
、
早
急
な
改
善
が

求
め
ら
れ
る
。  

（
Ｈ
） 

遺
珠
点
点 

９
４ 

と
て
も
寒
い
日
が
続
く
。

こ
の
文
が
人
の
目
に
触
れ
る

頃
に
は
寒
さ
も
和
ら
い
で
世

の
中
は
春
な
の
だ
ろ
う
。 

つ
れ
づ
れ
が
つ
れ
づ
れ
以

外
の
何
も
の
で
も
な
い
こ
の

頃
、
文
章
を
書
く
心
動
き
が

い
っ
こ
う
に
湧
か
な
い
。
組

合
の
機
関
紙
の
隅
に
毎
度
駄

文
を
提
供
す
る
の
は
、
申
し

わ
け
な
い
気
持
ち
だ
。 

衆
議
院
議
員
選
挙
が
あ
り
、

イ
タ
リ
ア
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
始
ま
っ
た
。
新
聞
も
テ

レ
ビ
も
そ
の
関
連
の
報
道
が

続
く
。 

運
動
嫌
い
の
私
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
興
味
が
な
い
。 

選
挙
は
自
民
党
の
大
勝
で
、

何
を
か
言
わ
ん
や
。 

こ
ん
な
ふ
う
に
つ
れ
づ
れ

を
託
っ
て
い
る
と
、
家
の
横

の
道
を
選
挙
カ
ー
よ
ろ
し
く

声
を
あ
げ
な
が
ら
通
っ
て
行

く
車
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

選
挙
は
終
わ
っ
て
い
る
し
、

何
か
の
街
宣
車
が
通
る
こ
と

な
ぞ
つ
い
ぞ
な
い
地
域
で
あ

る
。 な

ん
だ
よ
、
う
る
さ
い
な
。 

そ
う
思
っ
た
ら
聞
か
な
け

れ
ば
い
い
の
に
、
道
に
近
い

台
所
に
い
る
と
嫌
で
も
耳
に

入
っ
て
く
る
。
先
だ
っ
て
の

選
挙
期
間
中
、
交
差
点
の
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
で
私
が
一
番
目

に
し
た
人
の
宣
伝
カ
ー
（
選

挙
終
わ
っ
た
か
ら
選
挙
カ
ー

で
は
な
い
よ
ね
）
だ
っ
た
。

そ
の
人
が
喋
っ
て
い
る
。 

寒
い
日
の
暗
く
な
っ
て
か

ら
も
、
雪
の
日
も
傘
を
さ
し

て
一
人
で
の
ぼ
り
旗
の
脇
で

手
を
振
る
姿
を
よ
く
見
た
。 

い
つ
だ
っ
た
か
（
選
挙
の

公
示
前
の
こ
と
だ
っ
た
と
思

う
）
新
聞
で
、「
へ
え
、
良
い

こ
と
さ
れ
た
ね
」
と
思
っ
た

記
事
を
読
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。

乗
り
合
わ
せ
た
列
車
に
急
病

人
（
？
）
が
出
て
、
よ
く
あ

る
「
医
療
従
事
者
の
方
は
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？
」

の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
救
急

救
命
に
関
わ
っ
た
と
い
う
小

さ
い
記
事
が
出
て
い
た
。 

ほ
か
の
候
補
者
に
比
べ
れ

ば
、
私
の
視
界
に
ぐ
ん
と
露

出
は
多
か
っ
た
し
、
お
そ
ら

く
い
い
人
な
ん
だ
ろ
う
な
と

思
わ
れ
た
が
、
私
は
そ
の
人

に
票
を
投
じ
て
い
な
い
。
そ

の
人
は
選
挙
区
で
次
点
だ
っ

た
が
、
比
例
で
復
活
し
て
議

席
を
得
た
。 

そ
の
人
に
投
票
し
な
か
っ

た
の
は
、
所
属
政
党
が
嫌
い

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
あ
る

意
味
、
絶
対
多
数
を
得
た
党

や
「
右
」
丸
出
し
の
党
よ
り

も
気
色
悪
ぅ
と
思
う
。
私
に

と
っ
て
は
、
こ
の
「
気
色
悪
」

と
い
う
の
は
か
な
り
明
確
な

判
断
の
基
な
の
だ
。
人
へ
の

好
感
度
と
い
う
の
は
基
準
に

な
ら
な
い
。
だ
っ
て
、
ど
の

候
補
者
も
、
知
り
合
い
で
も

何
で
も
な
い
人
な
の
だ
か
ら
。 

宣
伝
カ
ー
の
人
は
、
こ
れ

か
ら
し
っ
か
り
働
い
て
行
く

と
か
、
生
活
を
良
く
す
る
た

め
に
ガ
ン
バ
ル
と
か
、
そ
う

い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
た
。

選
挙
終
わ
っ
て
か
ら
も
、
ご

苦
労
さ
ん
だ
な
、
と
思
っ
た
。

そ
の
拍
子
に
、
次
の
言
葉
が

耳
に
入
っ
て
愕
然
と
し
た
。 

「
わ
た
し
は
、
自
分
の
国
は

自
分
で
守
り
ま
す
」 

 

ま
っ
た
く
声
の
調
子
は
変

わ
ら
ず
、「
生
活
を
…
…
」
と

言
う
の
と
同
じ
口
調
で
、
こ

の
人
は
言
っ
た
。 

 

守
る
と
い
う
こ
と
は
、
い

ろ
い
ろ
な
場
合
が
想
定
で
き

る
。
し
か
し
、
「
国
を
守
る
」

と
い
う
の
は
恐
ろ
し
い
。
世

界
中
ど
こ
を
見
た
っ
て
、
歴

史
上
の
何
時
を
見
た
っ
て
、

「
国
」
は
「
人
」
を
守
ら
な

い
。 

 

国
を
守
る
と
は
戦
争
を
否

定
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
。 

 

戦
争
に
行
く
人
を
確
保
す

る
た
め
に
、
徴
兵
制
を
辞
さ

な
い
と
い
う
こ
と
か
。 

 

私
は
、
こ
の
国
の
行
く
末

に
身
震
い
を
覚
え
る
。 

 

と
同
時
に
、
わ
が
日
教
組

が
掲
げ
た
「
教
え
子
を
再
び

戦
場
に
送
る
な
」
の
一
言
を
、

大
げ
さ 

で
は
な 

く
、
今
だ 

か
ら
言
わ 

な
く
て
は 

な
ら
な
い 

の
だ
と
思
っ
た
。 

（
さ
） 


